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太宰府市民遺産　第16号

令和2（2020）年10月14日認定
景観・市民遺産育成団体：宝満山ヒキガエルを守る会

宝満山の
ヒキガエル

【主な育成活動】
・宝満山に生息するヒキガエルを観察する。
・産卵のために池まで下山する親ガエルたち、
 池から宝満山山頂を目指して登頂する子ガエルたち
 をサポートする。
・観察記録、登山記、物語等の発表、写真展、ビデオ    
上映会、観察会等の実施を通じて、宝満山の保護を
訴える。

　標高829ｍながら急峻な山路の宝満山は福岡県内で屈指の人気を誇る山です。そんな宝満山では5月下旬から
7月初旬にかけての梅雨時期、不思議な現象が見られます。それが体長わずか1㎝足らずのヒキガエルの子どもによ
る登頂です。
　宝満山中に生息するヒキガエルは2月頃、野々道池に降りて産卵を行い、10万以上とも言われる数の卵を産み
ます。 卵は数週間で孵化し、池は無数のオタマジャクシで溢れます。 3月に孵化したオタマジャクシは池で成長し、
2～3か月で子ガエルへと変態します。約1万～10万の変態した子ガエルたちは池から上陸し、続 と々最大標高差
600m、道程約2.5㎞の山頂を目指して登頂を開始します。子ガエルは途中から登山者と同じ登山道を通りながら
一の鳥居、羊腸の道、百段がんぎ、中宮跡などのスポットを通過し、山頂の上宮を目指して、だいたい１か月かけて登
頂します。

【物語の基礎となる主な文化遺産】
・宝満山
・宝満山のヒキガエル
・本谷池
・野々道池
・登山道
・百段ガンギ
・山頂17階段
・上宮付近

太宰府市民遺産　第17号

令和5（2023）年2月4日認定
景観・市民遺産育成団体：福岡県指定無形民俗文化財「竹の曲」保存会

竹の曲

 「竹の曲」は福岡県無形民俗文化財に指定された民俗芸能で、「竹の曲」保存会により継承されています。
　平安中期、大宰権帥大江匡房が始めた天満宮安楽寺（現在の太宰府天満宮）の神幸式に田楽の一座が奉仕
するようになったのが始まりと伝えられています。太宰府の五条に居を構え商工業に従事した「六座」（米屋座・
鋳物屋座・鍛冶屋座・染物屋座・小間物屋座・相物屋座）の子孫とその関係者が代々伝える芸能で、戦国期の動
乱をのりこえ、中世の田楽を今に伝えるものとされています。
　現在の演目は「道楽」「お御供上げ」「ささらの舞」「扇の舞」の4曲で、舞手の稚児（男児）1名と締太鼓・笛（壮
年老年男子8名ほど）で構成され、9月に行われる太宰府天満宮の神幸式と旧暦の9月10日の秋思祭にて奉納
されています。 2023年からは観世音寺でも奉納されるようになりました。

【物語の基礎となる主な文化遺産】
・能面
・締太鼓
・ささら
・奏曲「道楽」
・奏曲「ささらの舞」
・奏曲「お御供上げ」
・謡曲「扇の舞」

【主な育成活動】
・後継者育成のための定期練習の実施。
・賛助会員の募集
・県民や市民への周知のために上演会を実施。
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